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歳入総額
117億1，136万円

（対前年比100.8％）

歳出総額
110億9，131万円

（対前年比99.9％）

財産収入他
4億772万円
3.50%

依存財源（75％）

平成３０年度一般会計決算状況

91万2千円の黒字
のうち3,413万8千円を翌年度に繰り越す。

自主財源（25％）
町税

12億1,402万円
10.40%

分担金・負担金
使用料・手数料
1億8,072万円
1.50%

繰入金
6億1,283万円
5.20%

繰越金
5億1,576万円
4.40%

地方譲与税・交付金
4億4,974万円
3.80%

地方交付税
47億3,010万円
40.40%

国庫支出金
11億2,566万円
9.60%

県支出金
10億6,280万円
9.10%

町債
14億1,200万円
12.10%

支出が義務付けられた
経費（44％）

人件費
16億2,428万円
14.60%

災害復旧事業費 
2,552万円
0.20%

扶助費
19億8,792万円
17.90%

公債費
12億7,739万円
11.50%

政策によって支出された
経費（56％） 

物件費
9億8,533万円
8.90%

補助費等
15億6,130万円
14.10%

積立金
4億6,247万円
4.20%

投資及び出資金
1億983万円
1.00%

普通建設事業費 
18億8,255万円
17.00%

繰出金 
10億8,621万円
9.80%

維持補修費
8,851万円
0.80%

（２）あさぎり町議会だより　No.62



収入合計
500万円
（去年の収入496万円）

支出合計
474万円
（去年の支出474万円）

令和元年度あさぎり町議会　第5回会議

実質収支額５億8,5

※上の表に書いた科目と金額は、必ずしも
　右の表に当てはまるものではありません。

両親・若夫婦合わせ
年収500万円

（子供2人の家庭の場合）

差額残高（収入総額－支出総額） 6億2,005万円

収入-支出＝（差額残高）２６万円の内、
１万４千３００円は

来年の支払い分に取って置く必要があります。

したがって平成30年度の「あさぎり家」は24万5千700円（実質収支額）の黒字でした。

1年
間
で
必
ず
払
う
必
要
が
あ
る経

費（
44％）

1年間を通して色
々な
事に

掛
か
っ
た
経
費（
56
％
）

光熱費・ガス代等
４４万５千円
8.90%

食費
７３万円
14.6%

病院代・教育費
８９万５千円
17.90%

ローン
などの返済
５７万５千円
11.50%

家の修繕等
４万円
0.80%

区費
習い事等
７０万５千円
14.10%

積立貯金
２１万円
4.20%

株投資・商品券の購入
５万円
1.00%

子供への仕送り等
４９万円
9.80%自転車

車の購入費
８５万円
17.00%

台風・地震等の修繕費
１万円
0.20%

夫
婦
だ
け
の
収入

（2
5％）

両親
の援
助
と
借
入
で
得
た
収
入（
75
％）

両親などからの援助
３１４万５千円

62.9%

ローン等の借入金
６０万５千円
12.1%

貯金の取り崩し
２６万円
5.2%

給料
９９万円
19.8%

わかりやすく一般家
庭の1年間の家計簿
で例えてみましょう

右
の
表
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
下
さ
い

依存財源

自主財源

　「あさぎり家」では、両親の援助と借金をしないと夫婦の収入だけで生活するのが難しいという事が解
ります。また、両親も多額の借金があるので今後援助も少なくなっていく事が考えられます。あさぎり町
でも同様に、町の収入だけでは町民の皆様に「行き届いた行政サービス」を行う事は困難で、国・県からの
援助が必要ですが、今後この額が減っていくので、収支のバランスを考えながら計画的にお金を使うこと
が重要になってきます。

平成３０年度
【あさぎり家】の
お金の流れ

（３） 令和元年　11月発行



現在の弓道場

総務文教常任委員会所管課分
（総務課・税務課・会計課・企画財政課・教育委員会）

平成３０年度決算審議への質疑（抜粋）

　
　

町
民
と
役
場
の
防
災
訓
練

に
つ
い
て
は
。

　
　
特
に
土
砂
災
害
、
ま
た
浸

水
想
定
区
域
へ
の
訓
練
を
重
視

し
た
。
情
報
の
伝
達
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
の
行
動
、
避

難
所
で
の
行
動
等
を
訓
練
確
認

を
し
、
あ
わ
せ
て
職
員
に
お
い

て
も
、
各
警
戒
す
る
段
階
に
お

い
て
、
図
上
訓
練
を
行
っ
た
。

　
防
災
基
本
条
例
の
中
で
、
９

月
１
日
前
後
を
防
災
週
間
と
定

め
防
災
意
識
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
で
議

会
中
継
を
流
す
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
文
字
を
音
声
に
変
換
し
て

放
送
す
る
仕
組
み
の
た
め
議
会

の
中
継
は
で
き
な
い
。

　
　

 

H
P
に
29
年
度
分
財
務

状
況
が
公
表
し
て
あ
る
が
、
専

門
的
な
知
識
が
要
る
た
め
住
民

が
見
て
わ
か
り
づ
ら
い
。
町
の

財
務
状
況
を
説
明
す
る
に
は
目

的
を
達
し
な
い
の
で
は
。

　
　
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。
30
年
度
か
ら

固
定
資
産
台
帳
は
職
員
で
作
る

こ
と
に
し
た
。
今
後
の
予
算
査

定
や
施
設
の
老
朽
化
具
合
い
を

見
き
わ
め
て
修
繕
等
に
活
か
し

た
い
。  

　
　

消
防
団
の
活
動
が
台
風
災

害
対
策
な
ど
に
及
ぶ
中
、チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
の
作
業
に
は
危
険
が

伴
う
作
業
と
な
る
の
で
は
。

　
　
本
年
度
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

整
備
す
る
が
安
全
対
策
が
求
め

ら
れ
る
。
防
具
も
合
わ
せ
て
購

入
し
、
団
員
に
操
作
の
説
明
を

行
う
。
今
後
も
激
甚
化
、
広
域

化
す
る
災
害
等
に
備
え
て
、
消

防
団
の
意
識
と
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
に
応
募
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
研

修
生
と
し
て
募
集
し
た
が
、
応

募
が
な
か
っ
た
た
め
、
継
続
募

集
を
し
て
い
る
。
現
状
で
1
名

の
応
募
が
あ
り
、
10
月
に
面
接

予
定
で
あ
る
。

　
　

美
化
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
現
在
11
団
体
が
活
動

中
だ
が
、
執
行
額
が
予
算
額
の

半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
事
業
の
中
身
は
。

　
　
各
老
人
ク
ラ
ブ
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
南
稜
高
校
が
活

動
中
で
、
公
共
施
設
の
環
境
美

化
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
団

体
と
町
が
共
同
し
て
快
適
で
美

し
い
公
共
空
間
を
創
造
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
支
援

内
容
は
活
動
に
必
要
な
物
品
の

支
給
等
。

　
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
更

新
さ
れ
た
が
、
も
っ
と
利
用
し

や
す
い
作
り
に
で
き
な
い
か
。

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ば
か

り
で
難
し
い
が
、
で
き
る
範
囲

で
努
力
し
て
い
く
。

　
　

文
化
財
保
護
費
の
中
で
伝

統
芸
能
継
承
補
助
金
36
万
円
が

あ
る
。
伝
統
芸
能
に
係
わ
る
団

体
の
活
動
は
。

　
　
現
在
の
登
録
団
体
は
23
団

体
だ
が
活
動
中
は
8
団
体
の

み
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
祭
り

で
活
動
さ
れ
、
衣
装
や
太
鼓
等

の
維
持
管
理
に
補
助
金
が
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　
　

高
山
運
動
公
園
基
本
設
計

後
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
弓
道
場
に
関
し
て
は
要
望

に
よ
り
場
所
の
見
直
し
を
し
て

設
計
か
ら
外
し
て
い
る
。
旧
東

庁
舎
横
の
弓
道
場
を
活
用
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、
今
後
の
旧
東

庁
舎
の
活
用
状
況
で
建
設
場
所

が
変
わ
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

る
。

（４）あさぎり町議会だより　No.62
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野
良
猫
、

捨
て
猫
の
処
置
は
。

　
　

避
妊
、
去
勢
も
し
て
い
な

い
の
で
増
え
る
一
方
で
あ
る
。

保
健
所
も
引
き
取
り
を
し
て
お

ら
ず
町
と
し
て
も
苦
慮
し
て
い

る
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

必
要
性
を
感
じ
な
い
が
交
付
率

は
。

　
　

保
険
証
代
わ
り
に
利
用
す

る
な
ど
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る

の
で
交
付
率
は
上
が
っ
て
く
る
。

町
民
課
及
び
支
所
窓
口
で
写
真

を
撮
っ
て
申
請
の
受
付
を
し
て

い
る
の
で
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

教
育
振
興
費
の
中
の
報
償
費

で
優
良
児
童
生
徒
の
表
彰
数
が
少

な
か
っ
た
。
表
彰
者
数
と
表
彰
規

定
は
。

　
　

表
彰
規
定
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
11
月
に
制
定
し
て
お
り
、

善
行
表
彰
は
、
人
命
救
助
等
や
介

護
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
活
躍
し

た
生
徒
、
奨
励
表
彰
は
、
部
活
動

関
係
で
、
県
内
で
優
秀
な
成
績
を

お
さ
め
た
者
等
を
表
彰
し
て
い
る
。

昨
年
度
の
表
彰
者
は
3
名
。

　
　

社
会
体
育
に
移
行
し
て
1
年

と
な
る
が
、
30
年
度
の
社
会
体
育
、

社
会
ク
ラ
ブ
活
動
、
指
導
者
並
び

に
そ
の
内
容
は
。

　
　

各
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
指
導

者
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
ス
ト
レ
ッ

チ
や
け
が
予
防
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
指
導
方
法
等
の
講
習
会
を

約
２
か
月
ご
と
に
行
っ
た
。
社
会

体
育
移
行
後
は
各
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
加
入
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に

お
い
て
、
学
校
は
い
じ
め
の
防
止

や
早
期
発
見
、
起
き
て
し
ま
っ
た

い
じ
め
な
ど
の
対
処
を
行
う
た
め

に
、
複
数
の
先
生
や
専
門
家
を
集

め
た
チ
ー
ム
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
あ
る
が
、
現
状
は
。

　
　

調
査
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
た

め
の
規
約
づ
く
り
と
人
選
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
人
選
に
つ
い
て
は

効
率
性
と
中
立
性
を
保
ち
た
い
。

　
　

中
学
校
の
ト
イ
レ
が
改
修
が

済
ん
で
間
も
な
い
の
に
、
も
う
か

な
り
清
掃
が
ゆ
き
届
い
て
な
い
。

掃
除
を
子
ど
も
た
ち
に
徹
底
さ
せ
、

整
理
、整
頓
、掃
除
、清
潔
、し
つ
け
、

の
５
Ｓ
の
徹
底
が
必
要
で
は
。

　
　

学
校
へ
は
校
長
会
を
通
じ
て

伝
え
た
い
。
保
護
者
に
は
学
校
だ

よ
り
等
を
通
し
て
情
報
提
供
し
て

行
く
。

　
　

旧
免
田
町
の
五
差
路
の
看
板

は
、
ポ
ッ
ポ
ー
館
や
芝
生
広
場
に

建
て
た
ほ
う
が
目
立
つ
の
で
は
。 

　
　

い
ろ
い
ろ
御
意
見
も
伺
い
な

が
ら
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
で
沢
山
の
方

に
納
税
い
た
だ
い
て
い
る
が
町
民

が
他
町
村
に
納
税
さ
れ
て
い
る
の

は
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　

62
名
で
町
民
税
控
除
額
は
2

百
74
万
4
千
円
。

　
　

固
定
資
産
税
の
未
納
割
合
が

12
・
3
％
と
他
の
税
と
比
較
し
て

高
い
。
現
状
は
。

　
　

大
口
の
滞
納
者
が
い
る
の
が

原
因
で
あ
る
。

滞
納
者
数 

1
4
0
件

滞
納
額 

7,
6
5
9
万
4,
9
0
8
円

（５） 令和元年　11月発行
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地
域
の
話
し
合
い
活
動
の

活
性
化
は
。

　
　
農
業
委
員
の
方
々
に
も
出

席
し
て
も
ら
い
、
地
域
の
図
面

な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
進
め

た
い
。
出
席
す
る
こ
と
で
国
の

事
業
の
対
象
と
な
り
、
ポ
イ
ン

ト
が
稼
げ
る
の
で
、
そ
う
い
う

こ
と
も
啓
発
し
た
い
。

　
　

畜
産
振
興
補
助
金
の
事
業

振
り
分
け
の
対
応
は
。

　
　
畜
産
振
興
協
議
会
と
協
議

し
途
中
で
の
事
業
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

廃
ビ
ニ
ー
ル
等
の
処
理
は

適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
町
内
で
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
が
、
中
国
へ
の
廃
プ
ラ

類
輸
出
が
で
き
ず
、
処
理
費
が

値
上
が
り
し
て
い
る
。

　
　

分
収
林
残
り
の
面
積
と
口

数
は
。

　
　
柳
別
府
地
区
の
約
13
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
13
口
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

有
害
鳥
獣
の
前
年
対
比
増

減
は
。

　
　
昨
年
と
比
較
し
て
、
鹿
が

増
加
し
て
い
る
。（+

2
4
2

頭
）
非
常
に
増
加
し
た
の
が
、

カ
ラ
ス
（+

5
5
8
羽
）。

　
　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
助

成
金
は
令
和
4
年
度
に
は
0
円

で
で
き
る
の
か
。

　
　
令
和
4
年
度
を
目
標
と
し

て
い
る
が
な
る
べ
く
早
い
時
期

に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

集
落
営
農
の
法
人
化
は
。

　
　
現
在
、
2
組
織
で
県
の
事

業
を
活
用
し
、
話
し
合
い
を
し

て
い
る
。
法
人
化
を
進
め
て
い

き
た
い
の
で
意
識
づ
け
を
検
討

し
て
い
る
。

　
　

子
ど
も
医
療
費
で
歯
科
医

療
費
が
減
少
し
て
い
る
の
に
現

状
は
虫
歯
の
多
い
子
供
が
い
る
。

治
療
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
。

　
　
子
ど
も
医
療
費
の
支
払
い

方
法
等
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
実
態
を
把
握

し
検
討
し
て
い
く
。

　
　

肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
受

診
率
が
68
％
だ
が
1
年
以
内
に

し
な
い
と
接
種
で
き
な
い
。
残

り
の
32
％
の
方
に
対
す
る
取
り

組
み
は
。

　
　
平
成
26
年
か
ら
始
ま
っ
た

が
5
歳
刻
み
で
予
防
接
種
を
受

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
受
け

て
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
に
対

し
て
は
、
受
診
券
等
を
送
り
勧

奨
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

子
ど
も
医
療
費
で
歯
科
医

療
費
が
減
少
し
て
い
る
の
に
現

状
は
虫
歯
の
多
い
子
供
が
い
る
。

治
療
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
。

　
　
子
ど
も
医
療
費
の
支
払
い

方
法
等
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
実
態
を
把
握

し
検
討
し
て
い
く
。

　
　

肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
受

診
率
が
68
％
だ
が
1
年
以
内
に

し
な
い
と
接
種
で
き
な
い
。
残

り
の
32
％
の
方
に
対
す
る
取
り

組
み
は
。

　
　
平
成
26
年
か
ら
始
ま
っ
た

が
5
歳
刻
み
で
予
防
接
種
を
受

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
受
け

て
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
に
対

し
て
は
、
今
年
か
ら
5
年
間
に

受
診
券
等
を
送
り
勧
奨
を
行
っ

て
い
く
。

　
　

公
立
多
良
木
病
院
の
経
営

は
厳
し
い
と
聞
く
が
町
長
は
ど

の
よ
う
な
認
識
か
。

　
　
赤
字
幅
が
大
き
い
が
、
こ

こ
4
ヶ
月
位
は
業
績
が
向
上
し

て
い
る
。
し
か
し
新
経
営
計
画

を
見
て
も
や
は
り
厳
し
い
も
の

が
あ
る
の
で
、
企
業
長
と
協
議

を
重
ね
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必

要
か
急
い
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　
　

高
額
療
養
費
が
当
初
予
算

よ
り
2
割
ほ
ど
増
加
し
て
い
る

が
原
因
は
。

　
　
主
に
悪
性
新
生
物
で
、
癌

な
ど
の
件
数
が
増
加
し
て
い

る
。

　
　

予
防
医
療
に
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
保
健
指
導
等
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
進
め
て
い
き
た
い
。

（６）あさぎり町議会だより　No.62
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農
業
振
興
補
助
金
の
機
械

導
入
等
に
つ
い
て
の
成
果
は
把

握
し
て
い
る
か
。

　
　
3
年
間
の
追
跡
調
査
を
し

た
い
。

　
　

今
後
の
補
助
事
業
は
規
則
・

要
綱
に
明
記
し
た
上
で
、
交
付

さ
れ
る
こ
と
が
妥
当
で
は
。

　
　
国
の
補
助
事
業
等
の
様
式

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
作
成
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
連
携

は
。

　
　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方

に
、
農
業
関
係
の
依
頼
が
多
い
。

軽
作
業
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
方
に
依
頼
し
、
あ
る
程

度
、
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い

る
。

　
　

販
路
開
拓
強
化
事
業
補
助

金
に
山
村
活
性
化
支
援
交
付
金

が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
指
定
区

域
限
定
で
使
い
づ
ら
い
と
聞
く

が
。

　
　

ふ
る
さ
と
振
興
社
が
上
地

区
に
あ
る
の
で
、
一
緒
に
商
談

会
に
行
く
と
す
れ
ば
該
当
す
る
。

再
度
、
農
水
省
と
協
議
し
て
い

く
。

　
　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
管
理

の
場
所
と
点
検
の
頻
度
は
。
委

託
料
の
金
額
は
妥
当
か
。

　
　
ポ
ッ
ポ
ー
管
内
で
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
、
年
2
回
の
保
守

点
検
を
実
施
、
委
託
料
は
建
設

時
か
ら
、
こ
の
金
額
で
委
託
し

て
い
る
。

　
　

あ
さ
ぎ
り
町
駅
前
複
合
施

設
整
備
基
本
構
想
計
画
は
公
表

さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
成
果
品
は
納
品
さ
れ
て
い

る
が
、
精
査
の
必
要
が
あ
る
の

で
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
決
ま
っ

て
い
な
い
。

　
　

お
か
ど
め
幸
福
駅
の
指
定

管
理
、
ど
の
様
な
活
動
を
し
て

観
光
事
業
に
貢
献
し
て
い
る
の

か
。

　
　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
等
の
受

付
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
、
バ

ス
の
停
車
等
多
く
あ
る
が
売
店

の
売
上
増
に
は
つ
な
が
っ
て
い

な
い
。
観
光
的
に
は
、
幸
福
マ

ル
シ
ェ
で
あ
っ
た
り
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
の
実
施
。

　
　

販
路
開
拓
事
業
の
効
果
は
。

　
　
衛
生
検
査
、
栄
養
成
分
検

査
、
商
談
会
支
援
、
商
品
パ
ッ

ケ
ー
ジ
支
援
等
行
っ
て
い
る
が

数
字
的
な
効
果
は
み
ら
れ
な
い
。

　
　

ふ
る
さ
と
振
興
社
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、あ
り
方
は
。

　
　
経
営
改
革
あ
る
い
は
売
上

げ
を
増
や
す
た
め
の
事
業
を
遂

行
す
る
に
は
、
ま
だ
人
手
不
足
、

人
材
不
足
。
11
月
頃
か
ら
診
断

士
の
中
か
ら
2
人
程
、
月
2
回

ぐ
ら
い
来
て
も
ら
い
、
経
営
改

革
を
中
心
に
や
っ
て
も
ら
う
。

　
　

建
設
課
発
注
分
で
地
元
二

次
製
品
が
ど
れ
だ
け
か
把
握
し

て
い
る
か
。
地
元
で
使
え
る
も

の
は
地
元
で
使
え
な
い
か
。

　
　
あ
さ
ぎ
り
製
品
が
ど
れ
だ

け
と
い
う
デ
ー
タ
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
が
、
工
事
発
注
の

際
は
、
極
力
県
産
材
を
使
っ
て

も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　

公
営
住
宅
使
用
料
の
過
年

度
分
の
徴
収
率
が
上
が
っ
て
い

る
が
。

　
　
地
道
な
相
談
の
上
、
理
解

し
て
も
ら
い
収
納
率
が
ア
ッ
プ

し
た
。

　
　

環
境
整
備
資
財
等
支
給
事

業
費
の
効
果
、
住
民
意
識
の
向

上
は
。

　
　
住
民
協
働
で
行
う
場
合
は

人
件
費
が
ゼ
ロ
。
通
常
の
工
事

の
⅓
で
で
き
る
。
最
新
の
取
り

組
み
状
況
を
広
報
紙
と
か
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
な
が
ら

意
識
づ
け
し
た
い
。

　
　

維
持
管
理
の
除
草
作
業
の

委
託
は
、
人
員
不
足
、
作
業
の

省
略
等
出
来
な
い
か
。

　
　
作
業
員
と
情
報
交
換
し
な

が
ら
、
機
械
化
で
き
る
と
こ
ろ

は
整
理
し
た
い
。

（７） 令和元年　11月発行
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一般会計補正予算（第4号～第7号）

歳入歳出それぞれ 6億407万 3千円を追加し

106億4,833万1千円総
額

建設課
（主なもの）

①おかどめ公園駐車場整備工事費
②道路橋りょう費
③農地や農業施設修繕に関わる費用

…………3,300万円
………………………………602万円

…………860万円

総務課 ①消防施設整備費……………………………4,923万円

企画財政課 ①くま川鉄道経営安定化補助金
②人口ビジョン・総合戦略策定支援委託料

③財政調整積立金
④ふるさと基金積立金

………………809万円

…………………………………………233万円
………………………1億 4,295万円

………………………4,000万円

生活福祉課 ①深田高山荘解体工事費用
②プレミアム付き商品券事業負担金

………………3,200万円
…1億 375万円

農林振興課 ①農林振興事業補助金
②林業振興基金積立金
③森林環境譲与税基金積立金

…………………………401万円
………………………1,755万円

…………………457万円

教育課 ①小中学校タブレットＰＣ更新費用
②免田総合グラウンド照明ＬＥＤ化

………6,110万円
…………402万円

第5回会議（9月 3日～13日開会）

第4回（8月 8日開会）
１・報告第5号：専決処分・災害復旧費（測量設計委託料）510,000円
２・報告第6号：専決処分・損害賠償　358,906円
　　　　　　　　（ 建設車輌と公用車の事故）
３・同意第3号：教育委員の任命同意　
　　　　　　　　中村麻有さん（上地区）

１・報告第5号：専決処分・災害復旧費（測量設計委託料）510,000円
２・報告第6号：専決処分・損害賠償　358,906円
　　　　　　　　（ 建設車輌と公用車の事故）
３・同意第3号：教育委員の任命同意　
　　　　　　　　中村麻有さん（上地区）

（８）あさぎり町議会だより　No.62



第5回会議

（９） 令和元年　11月発行

条例の制定 抜粋

１．あさぎり町森林環境譲与税基金条例
森林整備を促進するための人材育成、担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発に
充てるための基金を設置するため。

２．あさぎり町印鑑条例の一部を改正する条例の制定
住民基本台帳法施行令等の一部改正に伴い本条例の一部を改正する。

３．あさぎり町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
　  に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
（平成 26年内閣府令第 39号）の一部改正に伴う。

４．あさぎり町農産加工センター条例の一部を改正する条例の制定
農産加工センター内において金属検出器を新たに導入することにより、
使用料金を設定する必要が生じたため。

５．あさぎり町水道事業給水条例の一部を改正する条例
水道法及び水道法施行令の一部改正に伴い本条例の一部を改正する。

６．あさぎり町乗り合いタクシー運送事業補助条例を廃止する条例
デマンド交通事業への事業転換のため、あさぎり町乗り合いタクシー運送
事業補助条例を廃止する。

整備工事請負変更契約の
締結について

整備工事請負変更契約の
締結について

変更前：276,264,000円
変更後： 283,123,177円

（契約金額） 6,859,177円
増　額

 理由：消費税増税に伴ない、第 1回会議において議決された契約について請負変更契約を
　　　 締結する必要が生じた。

あさぎり町２８０メガヘルツデジタル防災同報無線システム



一
般
質
問

※一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま記載とします。

働
き
方
改
革
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

溝口　峰男 議員
Mizoguchi M i n e o

議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問します。

その一言が罪になる！
ひとこと つみ

▲こども六法

なんとめでたい　
ご臨終▶

来
年
の
4
月
か
ら
、　

現
在
の
臨
時
非
常
勤

職
員
が
会
計
年
度
任
用
職
員

と
な
り
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ

れ
る
事
と
な
っ
た
。
人
件
費

は
ど
れ
だ
け
増
額
と
な
る
の

か
。

本
年
度
は
16
億
3
千

万
円
で
あ
る
が
、
2
千

万
円
ほ
ど
増
加
す
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員

の
時
給
等
は
現
状
か

ら
下
回
ら
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
給
与
表

は
作
成
し
て
い
る
の
か
。

現
在
の
時
給
等
を
維

持
す
る
が
給
与
表
は

速
や
か
に
作
成
す
る
。

任
用
職
員
の
雇
用
延

長
は
面
接
及
び
試
験

と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
方

法
を
と
る
か
。

面
接
に
よ
る
人
物
評

価
等
で
判
断
す
る
。

2
年
目
か
ら
昇
給
が

な
さ
れ
る
が
何
号
給

あ
げ
る
の
か
。

勤
務
時
間
に
応
じ
3

号
給
の
昇
給
に
な
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
業
務

改
革
は

し
ら
が
ね
寮
は
、
町

の
社
会
福
祉
協
議
会

に
移
管
し
た
方
が
町
に
は
プ

ラ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

職
員
の
定
員
管
理
や

財
政
面
に
お
い
て
も

課
題
が
あ
る
の
で
精
査
を
し

て
判
断
す
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
も

会
計
年
度
任
用
制
度

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
が
。

待
遇
改
善
に
つ
な
が
る

よ
う
な
処
置
は
取
っ
て

い
き
た
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
の

業
務
は
多
岐
に
亘
っ

て
い
る
が
、
医
療
費
の
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
に
は
業
務
改
革
を
検
討
す

る
委
員
会
設
置
の
時
期
が
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

関
係
各
課
と
の
協
議

を
行
い
段
階
を
踏
ん

で
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

る
が
、
設
置
の
時
期
は
来
て

い
る
と
思
う
。

「
こ
ど
も
六
法
」
を
活
用

し
て
い
じ
め
不
登
校
対
策
を

い
じ
め
不
登
校
を
少

し
で
も
な
く
す
た
め

に
「
こ
ど
も
六
法
」
と
い
う

本
を
学
校
や
図
書
館
に
お
い

て
活
用
す
る
と
効
果
が
上
が

る
と
思
う
が
。

「
な
ん
と
め
で
た
い
ご

臨
終
」
も
各
課
に
配
置

し
て
読
む
よ
う
に
し
た
の
で
、

「
こ
ど
も
六
法
」
も
同
様
な
処

置
を
し
た
い
。

昨
年
11
月
26
日
に
起

き
た
先
生
に
よ
る
体

罰
で
裁
判
所
は
暴
行
罪
と
し

て
罰
金
の
判
決
を
出
し
た
。

事
件
後
保
護
者
が
被
害
届
を

出
し
た
6
月
6
日
迄
ま
で
の

間
学
校
及
び
教
育
委
員
会
の

危
機
管
理
体
制
は
不
十
分
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

非
常
に
申
し
訳
な
か
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
今

後
は
子
供
一
人
一
人
に
よ
り

沿
っ
た
指
導
と
保
護
者
の
方

た
ち
の
思
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
教
育
活
動
を
展
開
す
る

よ
う
に
強
く
指
導
し
て
い
く
。

問

問問

問問

問

問

問

問 企
画
財
政
課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

町
長

町
長

町
長

教
育

長
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一
般
質
問

新
教
育
長
体
制
の

　
　
　
教
育
行
政
に
つ
い
て

強い町づくりは
　強い道づくりから

　設置・撤去・収納がスムーズに 2 人～ 3 人
でできる。重量は空の状態で約 30kg。土のうと
比べ扱いやすい。チューブに水を入れるだけ。
エンジンポンプを使用すれば 1 本約 5 分で注
水できる。浸水対策として使用した後は排水す
るだけなので、廃棄物ゼロ。泥や砂が残る心配
がなく、非常に衛生的。乾燥・掃除の後はコン
パクトに収納でき、繰り返し使用可能。

難波　文美  議員
Namb a A y am i

昨
年
か
ら
今
年
に
か

け
て
続
い
て
い
る
豪

雨
災
害
に
よ
り
、
内
水
路
で

あ
る
百
太
郎
溝
と
幸
野
溝
が

溢
水
し
多
く
の
住
民
に
財
産

喪
失
を
も
た
ら
し
た
。
総
合

計
画
に
あ
る
町
内
の
交
通
体

系
と
河
川
環
境
の
現
状
を
踏

ま
え
た
主
要
施
策
の
取
り
組

み
と
対
策
は
。

根
本
的
な
対
策
の
１
つ

と
し
て
、
鍋
塚
放
水
門
、

一
の
木
谷
川
放
水
門
の
改
修

と
下
流
の
ポ
ン
プ
や
水
の
う

型
防
潮
堤
を
考
え
て
い
る
。

道
路
維
持
工
事
や
修

繕
、
橋
梁
の
長
寿
命
化

と
護
岸
改
修
整
備
を
計
画
的

に
実
施
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
の
防
災

計
画
書
に
修
正
点
は

あ
る
の
か
。

避
難
に
対
す
る
災
害

区
分
が
、
レ
ベ
ル
別
に

よ
り
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
内
水
被
害
で
、

溝
沿
い
の
町
道
が
崩

落
し
て
畑
や
民
地
を
浸
水
さ

せ
た
こ
と
に
よ
り
、
単
な
る

生
活
道
路
で
は
な
く
川
の
水

を
受
け
止
め
る
堤
防
道
路
で

あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ

た
。
溝
の
劣
化
診
断
や
昨
年

か
ら
の
土
地
改
良
区
と
の
連

携
は
取
れ
て
い
た
の
か
。

県
が
主
体
と
な
っ
て

会
議
や
対
策
を
進
め

る
事
に
な
っ
て
い
た
の
で
受

け
手
側
と
し
て
は
待
っ
て
い

る
状
態
で
あ
っ
た
。

改
良
区
側
と
し
て
は
、

昨
年
の
被
害
以
後
、
町

が
主
導
し
て
溝
の
範
囲
限
度

ま
で
道
路
を
拡
幅
し
頑
丈
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
の
設
置
を
す
る

こ
と
を
望
ま
れ
て
い
る
。
防

災
計
画
に
も
、
堤
防
を
兼
ね

た
町
道
の
脆
弱
性
や
危
険
性

を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
災

害
に
強
い
道
路
、
河
川
用
排

水
路
の
長
寿
命
化
を
盛
り
込

ん
で
防
災
減
災
に
反
映
さ
せ

る
べ
き
で
は
。

大
規
模
工
事
に
は
時

間
が
か
か
る
が
、
今
後

は
土
地
改
良
区
と
の
連
携
も

深
め
な
が
ら
町
民
の
不
安
や

被
害
を
少
な
く
で
き
る
よ
う

改
革
に
取
り
組
む
。

町
内
の
小
学
校
は
各

地
区
の
特
色
を
生
か

し
た
取
り
組
み
が
為
さ
れ
て

き
た
の
か
。ま
た
、
小
学
校
と

中
学
校
の
連
携
を
図
る
組
織

や
内
容
は
。

各
学
校
と
も
学
年
に

応
じ
て
地
域
の
協
力

を
得
な
が
ら
同
じ
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
。
幼
・
保
・

小
等
教
育
連
携
部
会
が
あ

り
、
校
区
毎
の
研
修
会
に
中

学
校
の
職
員
が
出
向
い
て
協

議
す
る
場
面
が
あ
る
。

毎
年
指
定
さ
れ
た
小

学
校
が
あ
る
の
か
、
ま

た
は
５
つ
の
小
学
校
に
出
向

く
の
か
。

望
ま
し
い
の
は
各
学

期
に
１
回
で
あ
る
が
、

時
間
的
に
難
し
い
た
め
現
在

は
各
校
区
毎
、
年
に
１
回
の

情
報
交
換
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
宝
で
あ
る
子

供
達
に
は
よ
り
良
い

成
長
を
願
う
ば
か
り
で
あ

る
。
町
の
社
会
教
育
委
員
の

活
動
に
つ
い
て
は
。

年
に
３
回
の
会
議
や

研
修
会
が
あ
り
、
図
書

館
利
用
や
事
業
計
画
、方
針
な

ど
に
意
見
を
頂
い
て
い
る
。

一般質問9人が登壇

溢水のため町道の路肩が
崩落した瞬間

問

問問

問

問

問

問 町
長

町
長

建
設

課
長

建
設

課
長

教
育

課
長

教
育

長
　

教
育

長
　

総
務

課
長

＊

水のう型
簡易防潮堤
（タイガーダム）

とは

水のう型
簡易防潮堤
（タイガーダム）

とは

＊ ＊ 
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一
般
質
問

岩本　恭典 議員
I w am o t o Y a s u n o r i

あ
さ
ぎ
り
駅
前
複
合
施
設
整
備

　
　
　
基
本
構
想
計
画
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
予
算
で
、

あ
さ
ぎ
り
駅
前
複
合
施

設
整
備
基
本
構
想
計
画
策
定
料

と
し
て
５
８
７
万
９
千
円
を
計

上
し
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

審
査
会
で
１
社
と
５
２

３
万
８
千
円
で
契
約
し

た
。Ｊ
Ａ
と
意
見
交
換
会
を
３

回
程
実
施
し
て
い
る
が
、
新
町

長
の
意
向
を
組
み
入
れ
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
後
は
進
展
し
て

な
い
。

農
協
長
・
商
工
会
長
・

事
務
局
レ
ベ
ル
で
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
基
本
計
画
は
、
ど

こ
か
ら
立
ち
上
が
っ
た

の
か
。Ａ

コ
ー
プ
の
老
朽
化
、　

熊
本
地
震
に
よ
る
商
工

会
館
２
階
の
使
用
不
可
、
ポ
ッ

ポ
ー
館
を
含
め
、「
道
の
駅
化

構
想
」
で
駅
前
再
開
発
の
話
が

始
ま
っ
て
い
る
。

青
写
真
が
出
来
上
が
っ

て
か
ら
計
画
を
出
す
の

が
順
番
じ
ゃ
な
い
か
。

基
本
構
想
に
よ
り
事
業

推
進
を
見
極
め
、
実
施

と
な
っ
た
場
合
基
本
設
計
・
実

施
計
画
と
い
う
段
階
を
踏
ん
で

い
く
と
い
う
方
法
も
あ
る
。

国
道
２
１
９
号
線

　
拡
幅
の
今
後
の
計
画
は

平
成
18
年
町
は
、
あ
さ

ぎ
り
中
心
市
街
地
町
づ

く
り
協
議
会
で
犬
童
病
院
か
ら

桑
原
医
院
の
２
１
９
号
線
の
拡

幅
工
事
を
３
期
に
分
け
て
計
画

し
て
い
る
（
平
成
34
年
終
了
予

定
）
と
説
明
し
た
が
、
現
在
ど

う
把
握
し
て
い
る
か
。

駅
交
差
点
か
ら
南
稜
高

校
へ
の
用
地
交
渉
を
進

め
て
お
り
、
２
１
９
号
線
に
つ

い
て
は
確
認
で
き
て
な
い
。

調
査
か
ら
６
〜
７
年
経

過
し
、
当
事
者
の
方
も

い
ろ
い
ろ
考
え
が
あ
る
。
通
学

路
と
し
て
も
危
険
で
工
事
を
早

め
る
要
望
は
で
き
な
い
か
。

現
在
交
渉
し
て
い
る
人

達
に
話
を
聞
い
て
、
ま

と
め
て
県
に
要
望
し
て
い
き

た
い
。

免
許
自
主
返
納
者

　
　
　
　
へ
の
支
援
は

町
内
の
事
故
の
４
割
以

上
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
あ
る
。
事
故
防
止
の
為
、

自
主
返
納
を
促
す
対
策
が
あ
る

か
。

高
齢
者
等
の
移
動
の
利

便
性
を
図
る
10
月
か
ら

の
デ
マ
ン
ド
交
通
を
位
置
づ

け
て
い
る
。

他
の
町
村
・
民
間
で
い

ろ
い
ろ
な
支
援
体
制
と

特
典
が
あ
る
。
期
間
を
決
め
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
料
金
を
半

額
に
し
た
ら
ど
う
か
？

返
納
し
た
方
へ
の
便
利

な
政
策
を
や
っ
て
い
き

た
い
。
利
用
料
金
割
引
に
つ
い

て
は
担
当
と
検
討
し
た
い
。

あ
さ
ぎ
り
町
表
彰
規
則
に
の
っ

と
り
功
績
が
あ
っ
た
人
を
毎
年

表
彰
で
き
な
い
か
。

問

問

問問 問

問 問

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

高
齢
福
祉
課
長

町
長

町
長

町
長

国道 219 号線の拡幅工事ができていない所

建
設

課
長

■あさぎり町における高齢者（65 歳以上）が当事者の事故情勢

平成 28年

平成 29年

平成 30年

２４７件
２６８件
２５６件

１１７件

153件（61.9％）
132件（49.2％）
116件（45.3％）

58件（49.5％）

0名
2件
0名

0名

18名
10名
8名

2名

事故発生総件数
(65 歳以上 ) 死者 負傷者事故発生

総　件　数

令和元年
（7月現在）

そ
の
他
の
質
問

（12）あさぎり町議会だより　No.62



一
般
質
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避難所の
　現状と課題は

自分自身や家族の命と財産を守
るために、家族で防災に取り組
むこと。

まず自分自身や家族の安全を確
保した後に、近所や地域の方々
と助け合うこと。

行政による公的な救助・支援の
こと。

自助＝

共助＝

公助＝

温
暖
化
に
よ
り
い
つ
ど

こ
で
災
害
が
起
き
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。
日
頃
か
ら

自
治
体
、
及
び
住
民
が
防
災
減

災
の
為
の
対
策
や
訓
練
を
重

ね
、
防
災
に
努
め
人
命
及
び
財

産
等
を
守
る
事
は
重
要
だ
。
避

難
所
の
現
状
と
課
題
は
。

非
常
時
備
蓄
倉
庫
は
、

現
在
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１
カ
所
集
中
的
に
備
蓄
。
分

散
備
蓄
は
、
来
年
度
か
ら
計
画

的
に
進
め
た
い
。

住
民
が
安
心
し
て
避
難

で
き
る
場
所
を
職
員
と

一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

避
難
所
の
開
設
時
間
は
。

避
難
は
明
る
い
う
ち
に

情
報
を
収
集
し
早
目
の

避
難
を
呼
び
か
け
る
。

避
難
所
の
数
と
整
備
環

境
、
生
活
環
境
は
。

指
定
避
難
所
は
現
在
24

カ
所
で
避
難
環
境
等
は

一
律
で
は
な
い
。
自
主
避
難
所

の
対
応
は
現
在
支
所
が
行
っ
て

い
る
が
、
環
境
は
ま
だ
整
っ
て

い
な
い
。
優
先
度
で
整
備
は
計

画
的
に
行
い
た
い
。

防
災
基
本
条
例
の
町
民

の
役
割
と
自
主
防
災
組

織
の
活
動
や
自
主
防
災
組
織
の

訓
練
は
、
住
民
の
意
識
づ
け
が

必
要
。
小
さ
い
頃
か
ら
防
災
教

育
の
必
要
性
は
。

地
区
生
徒
会
組
織
の
中

学
生
が
で
き
る
防
災
活

動
や
日
頃
か
ら
の
住
民
と
の
交

流
を
学
校
と
相
談
し
て
い
る
。

　
地
域
の
危
険
カ
所
を
自
ら

が
知
る
こ
と
は
大
切
だ
。

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し

世
帯
、
要
支
援
者
の
避

難
に
つ
い
て
は
、
地
域
サ
ロ
ン

等
常
に
啓
発
、
認
知
す
る
事
が

防
災
の
近
道
と
思
う
が
。
自
主

防
災
組
織
・
消
防
団
も
限
界
が

あ
る
。
自
衛
隊
等
Ｏ
Ｂ
を
把
握

し
、
有
事
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
考
え
は
。

災
害
時
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
区
長
及
び

消
防
団
の
幹
部
、
民
生
・
児
童

委
員
に
事
前
に
配
布
し
、
啓
発
・

情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

災
害
に
対
す
る
講
座
の

要
望
が
あ
れ
ば
、
講
師

の
派
遣
に
努
め
て
い
き
た
い
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
用
も
必
要
と
感
じ
る

が
、
自
主
防
災
組
織
を
全
区

設
置
し
自
助
・
共
助
を
理
念

に
防
災
に
つ
な
げ
た
い
。

日
頃
か
ら
地
域
の
連
携
、

例
え
ば
祭
り
だ
と
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が

必
要
だ
。
災
害
時
の
共
助
を
持

つ
為
に
住
民
の
「
意
識
・
啓
発
」。

　
自
主
防
災
組
織
の
検
証
・
報

告
は
。
良
い
事
例
の
組
織
の
把

握
は
。

モ
デ
ル
と
な
る
自
主
防

災
組
織
の
あ
り
方
を
学

び
、
事
例
の
実
践
発
表
等
を

考
え
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
の
活
性

化
が
必
要
だ
。
そ
れ
ぞ

れ
の
意
識
を
高
め
啓
発
活
動
を

行
い
。
町
内
で
活
発
な
地
区
を

参
考
に
し
取
り
組
み
た
い
。

通
学
路
の
安
全
安
心
対
策
は
。

問

問

問問問

問

生
活
福
祉
課
長

高
齢
福
祉
課
長

町
長

町
長

そ
の
他
の
質
問

自 主 防 災 訓 練

総
務
課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

教
育

長
　

橋
本
　
誠 

議
員

H
a
s
h
i
m
o
t
o

M
a
k
o
t
o
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豊永　喜一 議員
T o y o n a g a K i i c h i

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

現
在
、
あ
さ
ぎ
り
町
で

は
、
少
子
化
や
子
ど
も

の
貧
困
対
策
と
し
て
様
々
な
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
現

状
と
課
題
を
問
う
。

少
子
化
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
等
は
、
慎
重
か

つ
丁
寧
に
そ
し
て
真
剣
に
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
っ
て
も

大
き
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
正
確
な
現
状
を
把
握
し
、

専
門
家
を
交
え
な
が
ら
、
現
在

町
が
取
り
組
ん
で
い
る
対
策
を

検
討
し
、
必
要
な
と
こ
ろ
は
加

え
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成

　
　
　
　
事
業
の
検
証
は

子
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
の
検
証
は
。

就
学
前
と
各
小
学
校
の

保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
で
現
状
、
成
果
の
集
計
分

析
を
行
っ
て
い
る
。
効
果
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
と
い
う
の
が
最
大

の
目
的
と
認
識
し
て
い
る
。

学
童
保
育
の
現
状
は

学
童
保
育
の
現
状
は
。

学
校
法
人
、
幼
稚
園
等

で
の
運
営
で
、
町
内
７

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
登
録
児
童
数

が
2
2
8
名
で
あ
る
。

利
用
者
が
2
2
8
名
と

い
う
こ
と
だ
が
、
全
体

児
童
数
の
何
％
に
な
る
の
か
。

3
歳
以
上
、
小
学
生
6

年
生
ま
で
の
単
純
集
計

で
約
16
％
で
あ
る
。

ク
ラ
ブ
の
基
準
は
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
と
の

事
だ
が
、
1
ク
ラ
ブ
に
つ
き
2

名
以
上
の
支
援
員
が
必
要
だ
が
、

基
準
を
満
た
し
て
い
る
け
れ
ど

も
、
人
員
が
不
足
す
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
の
か
。

現
状
の
課
題
と
し
て
、

人
的
い
わ
ゆ
る
マ
ン
パ

ワ
ー
が
不
足
し
て
い
る
。

い
ろ
ん
な
面
で
充
実
し

た
支
援
が
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
た
い
。

学
校
給
食
の
無
償
化
は

小
・
中
学
校
の
給
食
を

無
償
化
す
る
動
き
が
広

が
っ
て
い
る
。
少
子
化
や
子
ど

も
の
貧
困
対
策
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

子
ど
も
た
ち
も
、
将
来

社
会
に
で
た
ら
、
食
べ

る
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
く
。

食
べ
る
た
め
に
は
お
金
が
か
か

る
。
そ
の
た
め
に
は
し
っ
か
り

頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
も
、
子
ど
も
た
ち
に

教
え
て
い
く
べ
き
。
無
償
化
で

は
な
く
、
い
く
ら
補
助
率
を
上

げ
る
と
か
、
子
育
て
支
援
を
考

え
体
制
の
見
直
し
を
検
討
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

成
育
、
発
育
の
た
め
に
精
一
杯

の
支
援
を
し
て
い
く
。

問

問

問問問

問

町
長

町
長

町
長

生
活
福
祉
課
長

生
活
福
祉
課
長

生
活
福
祉
課
長

生
活
福
祉
課
長

あさぎり町子育て
支援情報誌
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一
般
質
問

国土強靭化と「たんぼダム」で
　　　　　　洪水被害の軽減を

       

田
ん
ぼ
ダ
ム
と
は

水田の持つ雨水貯留機能を最大限発揮させた
取組のこと。農地や農作物だけでなく、市街地
の浸水被害を軽減する効果があります。

新潟県
パンフレット
より

農業・農村の持つ多面的機能の一つです。
この機能は、農業を営むことで発揮されるとても重要なはたらきです。

豪
雨
に
よ
り
昨
年
も
今

年
も
同
じ
カ
所
に
越
水
、

浸
水
の
被
害
が
発
生
し
た
。
消

防
団
に
お
い
て
も
、
夜
間
に
危

険
な
環
境
の
な
か
活
動
を
展
開

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
住
民
を

災
い
か
ら
守
る
責
務
を
負
う
行

政
の
一
刻
も
早
い
対
策
が
望
ま

れ
る
。
6
月
議
会
の
防
災
関
連

の
質
問
に
関
し
て
は
、「
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
を
策
定
し
た

い
。」
と
答
弁
が
な
さ
れ
て
い

る
。
被
害
常
襲
地
に
お
い
て
も

「
地
域
計
画
」
策
定
後
の
対
応

な
の
か
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
と

り
あ
え
ず
急
ぎ
対
応
を

考
え
た
い
。
ま
た
、
3
つ
の
土

地
改
良
区
か
ら
、
防
水
防
災
の

要
望
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
大
規
模
な
工
事
を
伴
う

の
で
、
国
土
強
靭
化
に
盛
り
込

ん
で
、
国
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
早
期
の
対
策
を
講
じ
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

施
設
改
修
（
ハ
ー
ド
）

事
業
と
合
わ
せ
、
豪
雨

時
の
樋
門
・
放
水
門
の
調
節
に

よ
る
水
量
調
整
（
ソ
フ
ト
面
）

に
関
し
て
も
、
今
一
度
検
証
が

必
要
で
は
な
い
か
。

気
象
台
か
ら
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
で
気
象
情
報
が
入

る
の
で
、
土
地
改
良
区
と
行
政
の

連
携
を
密
に
し
て
、
樋
門
操
作
に

つ
い
て
も
的
確
な
判
断
が
で
き

る
よ
う
協
力
し
て
い
き
た
い
。

森
林
、
水
田
の
持
つ
保

水
、
透
水
の
機
能
を
活

用
し
洪
水
対
策
に
活
躍
し
て
い

る
事
例
も
全
国
的
に
増
え
つ
つ

あ
り
、
効
果
も
報
告
さ
れ
て
い

る
。
あ
さ
ぎ
り
町
も
広
大
な
森

林
や
、
2
4
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
の
水
田
を
有
し
て
い
る
。
10

㎝
の
水
を
溜
め
る
と
2
4
0
万

ト
ン
の
「
た
ん
ぼ
ダ
ム
」
の
役

割
を
果
た
す
事
と
な
る
。
経
費

は
、
落
水
口
の
閉
じ
板
1
枚
で

済
む
。
国
土
強
靭
に
お
け
る
用
・

排
水
路
等
の
治
水
対
策
工
事
も
、

大
規
模
、
高
額
な
事
業
費
に
な

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
今
す
ぐ
」
の
対
応
に
は
困
難

が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
既
対

策
で
き
る
「
た
ん
ぼ
ダ
ム
」
構

想
を
球
磨
郡
に
お
い
て
は
、
あ

さ
ぎ
り
町
か
ら
発
信
し
、
洪
水

被
害
の
軽
減
策
を
提
案
さ
れ
て

は
と
思
う
が
。

県
の
土
木
、
農
林
部
と

の
会
合
も
予
定
し
て
い

る
の
で
、
県
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
提
案
し
て
み
た
い
と
思
う
。

集
落
内
の
道
路
面
の
凹
凸
対
策

に
つ
い
て
。

問

問問 町
長

町
長

町
長

宅地流入防止のため消防団による土嚢設置

田んぼダムます
（取組の一例）

田んぼダム調整板

そ
の
他
の
質
問

小
見
田
　
和
行 

議
員

K
o
m
i
t
a

K
a
z
u
y
u
k
i
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加賀山 瑞津子 議員
K a g a y am a M i t s u k o

子
ど
も
達
の
笑
顔
が

　
　
あ
ふ
れ
る
学
校
へ

一
般
質
問

管
内
の
小
学
校
教
師
の

暴
力
事
件
が
連
日
新
聞

で
報
道
さ
れ
た
が
、
児
童
や
保

護
者
へ
の
ケ
ア
を
含
め
て
事
件

発
生
の
昨
年
11
月
以
降
の
町
や

教
育
委
員
会
の
対
応
は
適
切
で

あ
っ
た
か
。

事
件
発
生
か
ら
被
害
届

を
出
さ
れ
た
6
月
ま
で

の
間
の
対
応
が
十
分
で
あ
っ
た

の
か
検
証
し
て
み
た
い
。
危
機

管
理
を
持
ち
自
ら
を
戒
め
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

手
を
挙
げ
た
先
生
だ
け

で
な
く
、
問
題
は
学
校

と
教
育
委
員
会
が
保
護
者
や
児

童
に
対
し
て
誠
意
あ
る
対
応

を
と
っ
た
の
か
。
正
し
い
情
報

共
有
が
な
さ
れ
て
密
な
意
見
交

換
の
機
会
が
あ
れ
ば
訴
訟
ま
で

起
き
な
か
っ
た
の
で
は
。
教
育

現
場
で
問
題
が
発
生
し
た
時
の

組
織
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

あ
り
方
や
危
機
管
理
が
今
回
の

課
題
。

保
護
者
に
対
し
て
半
年

間
何
も
し
な
か
っ
た
事

に
つ
い
て
は
心
か
ら
お
詫
び
申

し
上
げ
た
い
。

今
回
の
件
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
色
々

な
誹
謗
中
傷
も
お
き
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
・
ラ
イ
ン
へ
の
対
策
は
。

ネ
ッ
ト
問
題
に
つ
い
て

は
今
後
十
分
な
対
応
が

必
要
。

子
育
て
し
や
す
い
、
平

穏
な
学
校
生
活
が
送
れ

る
教
育
づ
く
り
を
心
が
け
て

い
く
。

安
心
安
全
の
た
め
に

　
　
　
防
犯
灯
の
充
実
を

安
心
安
全
を
考
え
る
な

ら
防
犯
灯
だ
け
で
な
く
、

防
犯
カ
メ
ラ
や
見
守
り
・
声
か

け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
が
あ
る
が
、

今
回
は
町
を
明
る
く
照
ら
す
と

い
う
点
か
ら
伺
う
。
現
在
の
防

犯
灯
の
設
置
基
数
は
。

設
置
基
数
は
2,
2
0
8

基
（
上
校
区
7
6
0
基
・

免
田
校
区
4
9
8
基
・
岡
原
校

区
3
1
3
基
・
須
恵
校
区
3
0
2

基
・
深
田
校
区
3
3
5
基
）

防
犯
灯
設
置
の
手
続
き

の
流
れ
は
。

区
長
と
協
議
を
行
い
申

請
し
て
い
た
だ
く
。設
置

方
法
は
①
町
が
設
置
②
行
政
区

が
設
置
の
2
つ
の
方
法
が
あ

る
。

区
長
、
班
長
の
皆
さ
ん
に

色
々
と
活
動
の
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。
地
区
の
電
気
料

等
の
負
担
軽
減
案
と
し
て
、
太

陽
光
（
ソ
ー
ラ
ー
）
発
電
を
活
用

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

今
は
ソ
ー
ラ
ー
へ
の
転

換
は
考
え
て
い
な
い
。

防
犯
灯
に
関
し
て
は
、

暗
く
て
歩
け
な
い
と
い

う
認
識
は
な
か
っ
た
が
、
分
譲

住
宅
地
、
新
し
い
住
宅
が
5
戸

10
戸
と
出
来
る
と
対
応
も
必
要

に
な
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
場

所
に
は
、
早
め
に
対
応
出
来
る

よ
う
に
区
長
と
連
携
を
と
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

地区の負担のない防犯灯を

問

問

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

教
育

長
　

教
育

長
　

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

危機管理（クライシスマネジメント）
　危機的な事態が発生した場合、可能な限り迅速か
つ適切な対応をとることで、平常状態へ復旧させる
ことを目的としている。

リスク管理（リスクマネジメント）
　プロジェクトで起こりうるリスクを想定し、出来
る限り排除、低減することにより、損失をできるだけ
回避し、プロジェクトを遂行することを目的とする。

コンプライアンス
　法令遵守、義務を果たす、法を守ると訳されるが
本来の意味は「社会的ルールにのっとって活動を行
う」意味も含まれている。

危機管理とリスク管理

《夜》

《昼》
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一
般
質
問

将来世代の視点を政策決定に
　　取り入れていくことについて

久
保
　
尚
人 

議
員

K
u
b
o

N
a
o
t
o

将
来
世
代
が
望
む
政
策

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
「
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
考

え
方
を
取
り
入
れ
た
自
治
体
が

あ
る
が
。私

は
将
来
を
考
え
自
問

自
答
し
、
議
論
は
自
分

の
頭
の
中
で
十
分
な
さ
れ
て
る
。

町
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
も
大

事
だ
が
、
財
政
の
問
題
も
含
め

厳
し
い
判
断
を
す
る
と
き
は
町

長
が
責
任
を
持
っ
て
判
断
す
る

べ
き
。

流
域
下
水
道
事
業
が

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ

ン
の
議
論
の
仕
方
を
取
り
入

れ
、
仮
想
の
将
来
世
代
に
な
っ

て
考
え
た
な
ら
、
身
の
丈
に

合
っ
た
事
業
規
模
を
選
択
で

き
た
の
で
は
、
と
い
う
思
い
が

あ
る
。

当
時
は
、
環
境
を
守
る

た
め
の
政
策
が
始
ま
っ

た
時
代
で
あ
っ
た
。将
来
、
無
駄

な
施
設
に
な
る
部
分
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
今
後
知
恵
を

出
し
て
い
く
の
も
政
治
の
仕
事

で
は
な
い
か
。

資
本
費
平
準
化
債
を

使
っ
て
５
０
年
後
の
住

民
（
人
口
問
題
研
究
所
の
推
定

で
1
0
0
0
0
人
）
ま
で
が
負

担
す
る
と
な
れ
ば
１
人
当
た

り
の
負
担
分
が
未
来
の
ほ
う

が
随
分
重
た
く
な
っ
て
し
ま

う
。今
を
生
き
る
者
た
ち
が
意

見
を
言
え
な
い
将
来
世
代
の

代
弁
を
し
た
議
論
も
必
要
な

は
ず
だ
。

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
で
は
、
公
共
施
設
の
面
積
を

縮
小
さ
せ
、
施
設
の
集
約
や
機

能
の
廃
止
な
ど
の
町
民
に
痛

み
の
伴
う
計
画
を
進
め
る
中

で
、
町
長
は
駅
前
東
の
土
地
の

買
収
や
防
災
セ
ン
タ
ー
新
設

な
ど
公
共
施
設
の
面
積
を
広

げ
る
計
画
を
も
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
こ
そ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ

ザ
イ
ン
を
用
い
た
議
論
が
必

要
で
は
な
い
か
。 

「
公
共
施
設
の
建
設
に

対
し
て
、
決
断
と
責
任

は
だ
れ
が
と
る
か
。」
と
い
う

と
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン

で
は
だ
れ
も
責
任
を
持
た
な

い
。選
挙
で
選
ば
れ
た
者
が
決

断
と
責
任
の
も
と
に
政
策
を

決
め
て
い
く
べ
き
。財
政
的
な

負
担
は
ふ
え
る
が
経
済
効
果

が
上
が
る
こ
と
で
逆
に
負
担

が
少
な
く
な
る
と
い
う
考
え

方
も
あ
る
。様
々
な
意
見
を
戦

わ
せ
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
町

長
が
自
分
の
決
断
で
決
め
る

の
が
間
接
民
主
主
義
政
治
の

や
り
方
で
は
な
い
か
。
た
だ
、

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
に

よ
る
議
論
は
審
議
会
等
で
も

使
っ
て
、
町
民
と
議
論
を
す
る

こ
と
で
、
町
の
意
思
決
定
の
一

つ
の
手
段
と
な
っ
て
い
く
よ

う
な
政
治
の
進
め
方
も
あ
っ

て
い
い
。

岩手県矢巾町の水道事業においてのフューチャー・デザインの実践

問

問

問

答

*

　日本を含む多くの国の政治や法律の制度は、現世
代の利益を優先し、将来の世代への考慮は希薄であ
る。そのような政策の推進だけでは、環境の悪化や
資源の枯渇は避けられない。このような問題に対し、
将来のことのみを考える擬似的な将来世代を作り、
その集団との交渉により未来をデザインするという
アイデアを提示するもの。

*「フューチャー・デザイン」とは 　イロコイ
・インディ

アンは、彼
らの憲法で

ある「偉大
な結束法」

の中

で、「すべて
の人々、つ

まり、現世
代ばかりで

はなく将来
世代を含む

世

代を念頭に
置き、彼ら

の幸福を熟
慮せよ」と

記していま
す。彼らは

実

際、重要な
意思決定を

する際には
、7世代後

の人になり
きって考え

る

のです。私
は、彼らの

真似をして
みようと思

い、その一
連のプロジ

ェク

トを「フュ
ーチャー・

デザイン」
と名づけて

、大阪大学
や高知工科

大学

などと共同
でさまざま

な取り組み
を行ってい

ます。政治
に関しても

、

少なくとも
今の選挙制

度では、「私
はこの国の

、この町の
100年後を

真剣に考え
ています」

と訴えたと
ころで、当

選するわけ
がありませ

ん。

その政治家
が、投票し

た方々や市
場原理に逆

らって将来
を考えるの

は

難しい。現
在の間接民

主制もまた
、近視眼的

な仕組みな
のです。

提唱者の西
條辰義　高

知工科大学
マネジメン

ト学部教授
　談

町
長

町
長

町
長
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皆越　てる子 議員
M i n a g o s h i T e r u k o

男
女
共
同

　
　
参
画
推
進
は

平
成
11
年
6
月
に
男
女

共
同
参
画
基
本
法
が
交

付
施
行
、
若
干
遅
れ
平
成
17
年

12
月
に
、
あ
さ
ぎ
り
町
男
女
共

同
参
画
推
進
懇
話
会
設
置
要
綱

を
設
置
。
平
成
18
年
4
月
よ
り

施
行
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
当
初
福
祉
課
が
担
っ
て
い

た
庶
務
を
現
在
、
総
務
課
が

担
っ
て
い
る
経
緯
は
。

当
初
女
性
の
人
権
と
い

う
も
の
か
ら
、
男
女
共

同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
女
性
の
就

労
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

と
か
男
性
の
育
児
や
介
護
計
画

等
々
推
進
す
る
た
め
の
重
点
施

策
目
的
が
変
動
し
て
き
た
の

で
、
人
権
だ
け
で
は
な
く
す
べ

て
の
課
が
関
わ
る
こ
れ
ら
を
統

括
す
る
総
務
課
に
移
管
し
た
も

の
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
球
磨
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

リ
ー
ダ
ー
の
参
加
状
況
は
。

同
じ
情
報
を
共
有
し
研

修
を
深
め
て
い
く
と
い

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
織
さ
れ

て
い
る
。
懇
話
会
の
会
長
又
は

副
会
長
が
参
加
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
町
の
懇
話
会
に
繋
い
で
い

る
。

懇
話
会
の
委
員
は
現
在

11
名
と
な
っ
て
い
る
が
、

防
災
士
を
男
女
問
わ
ず
1
名
登

用
が
で
き
な
い
か
。

十
分
防
災
に
関
し
て
知

識
を
有
し
て
い
る
方
が
、

入
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
と

考
え
る
。第

三
次
計
画
に
向
け
て
、

町
民
へ
の
意
識
調
査
の

実
態
等
に
よ
る
予
算
借
置
・

懇
話
会
の
委
員
の
再
任
も
視

野
に
入
れ
て
は
。

い
ろ
ん
な
分
野
で
知
識

能
力
を
持
っ
た
人
に
懇

話
会
に
入
っ
て
も
ら
い
、
新
し

い
町
の
推
進
計
画
を
策
定
し
、

必
要
な
予
算
額
を
要
求
し
て
い

く
。

男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
は
。

県
下
45
町
村
の
う
ち
20

市
町
村
が
策
定
済
み
。

人
吉
球
磨
郡
で
は
2
市
町
村

で
策
定
し
て
い
る
。
推
進
条
例

で
は
男
女
共
同
参
画
に
向
け
た

目
標
を
示
し
、
そ
れ
に
対
す
る

理
念
・
町
内
事
業
所
・
町
民
へ

求
め
ら
れ
る
役
割
・
責
務
を
掲

げ
る
こ
と
に
な
る
。

　
懇
話
会
の
中
で
も
必
要
と
い

う
意
見
も
あ
る
。
懇
話
会
の
役

割
の
一
つ
の
中
に
、
男
女
共
同

参
画
推
進
事
業
に
関
す
る
意
見

を
町
長
に
具
申
し
、
意
見
の
中

で
現
在
の
状
況
・
事
業
の
行
い

方
等
を
踏
ま
え
真
剣
に
丁
寧
に

考
え
て
い
く
。

問

問

問

問

問

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長
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10
月
２
日
、
新
潟
県
中
越
地
震
か
ら
15

年
を
経
た
長
岡
市
山
古
志
地
区
を
視
察
研

修
し
た
。

　
平
成
16
年
10
月
23
日
、
17
時
56
分
頃
に

発
生
し
た
最
大
震
度
７
（
Ｍ
6
・
８
震
源

の
深
さ
13
㎞
）の
地
震
に
よ
り
、
山
あ
い
の

平
和
な
14
の
集
落
は
一
瞬
に
し
て
３
２
９

箇
所
に
及
ぶ
大
規
模
な
地
滑
り
や
土
砂
崩

れ
、
河
道
閉
塞
を
始
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
崩
壊
、
民
家
の
水
没
、
倒

壊
と
い
う
壊
滅
的
な
大
被
害
を
被
っ
た
。

隣
接
す
る
長
岡
市
は
未
曾
有
の
大
災
害
か

ら
立
ち
上
が
る
べ
く
復
旧
・
復
興
の
槌
音

響
く
中
、
平
成
17
年
４
月
に
は
山
古
志
村

を
含
む
５
町
村
、
平
成
18
年
１
月
に
は
4

町
村
さ
ら
に
平
成
22
年
３
月
に
１
町
と
合

併
す
る
こ
と
で
よ
り
広
域
と
な
り
新
た
な

地
域
資
源
を
得
て
い
る
。
今
回
の
研
修
で

は
、
被
災
地
の
行
政
や
住
民
が
い
か
に
し

て
現
状
ま
で
の
復
旧
・
復
興
を
成
し
遂
げ

て
き
た
の
か
を
確
認
し
た
。当
時
、
村
の
職

員
は
65
名
で
あ
っ
た
が
被
災
直
後
に
参
集

で
き
た
の
は
わ
ず
か
３
名
。
高
齢
化
率

53
％
の
村
で
絶
望
的
な
状
況
の
中
、
14
集

落
の
村
民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
２
晩

を
過
ご
し
た
と
い
う
。

　
被
災
翌
日
に
は
中
学
校
に
地
震
災
害
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
２
日
後
に
は
自
衛

隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
全
村
民
を
長
岡
市

内
高
校
の
体
育
館
な
ど
へ
避
難
さ
せ
た
。

同
日
に
長
岡
地
域
振
興
局
に
対
策
本
部
を

移
設
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
山

古
志
班
の
活
動
を
開
始
し
、
２
時
間
と
い

う
短
時
間
で
は
あ
っ
た
が
12
集
落
の
住
民

を
一
時
帰
宅
さ
せ
、
３
箇
所
に
臨
時
交
番

を
設
置
。ま
た
、
避
難
所
で
生
活
す
る
村
民

を
集
落
ご
と
に
再
編
し
、
心
身
共
に
最
も

辛
く
深
く
傷
つ
い
て
い
た
時
期
の
村
民
を

励
ま
す
た
め
に
当
時
の
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
の
訪
問
を
実
現
さ
せ
た
。

　
発
災
時
に
村
長
で
あ
っ
た
長
島
忠
美
氏

（
故
人
）
は
ア
ノ
ラ
ッ
ク
と
長
靴
姿
で
連
日

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
全
国
に
向
け
て
被
害
の

甚
大
さ
を
伝
え
、
国
に
直
接
支
援
を
求
め

る
な
ど
住
民
に
寄
り
添
っ
た
素
早
い
対
応

が
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。『
山
古
志
へ
帰

ろ
う
』
を
合
い
言
葉
に
２
ヶ
月
を
待
た
ず

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
家
族
構
成
や
村
民
同
士

の
関
係
性
な
ど
に
配
慮
し
た
対
応
型
仮
設

住
宅
へ
の
入
居
を
完
了
し
た
。

　
冬
場
の
積
雪
は
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

豪
雪
地
帯
。
仮
設
住
宅
で
迎
え
る
初
め
て

の
年
越
し
に
は
、『
希
望
の
鐘
』
と
名
付
け

ら
れ
た
ド
ラ
ム
缶
が
除
夜
の
鐘
と
な
っ

た
。発
災
直
後
の
『
全
村
避
難
』
と
い
う
決

断
は
「
や
ま
こ
し
再
生
」
に
向
け
た
始
ま
り

で
あ
り
全
村
民
が
行
動
を
共
に
す
る
こ
と

で
絆
は
生
き
残
り
続
け
た
。
そ
の
証
と
し

て
、
平
成
19
年
に
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
の
３

年
間
を
村
民
は
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
、
そ

れ
ま
で
に
７
割
の
村
民
が
帰
っ
て
き
た
。

　
現
在
は
世
界
50
ヵ
国
に
輸
出
さ
れ
て
い

る
錦
鯉
の
養
鯉
と
伝
統
の
牛
の
角
突
き
行

事
が
再
開
さ
れ
て
い
る
。
被
災
当
時
か
ら

現
在
ま
で
を
見
つ
め
続
け
て
き
た
職
員
の

方
が
念
を
押
さ
れ
た
２
つ
の
言
葉
は
復
旧

と
復
興
の
違
い
。

　
人
材
や
原
材
料
の
不
足
に
よ
り
、
復
旧
だ

け
で
も
長
い
時
間
と
巨
額
の
費
用
を
必
要

と
さ
れ
て
い
る
現
実
を
目
の
当
た
り
に
す

れ
ば
、
毎
年
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
日

本
各
地
の
復
興
の
道
の
り
は
未
だ
遠
く
に

感
じ
ら
れ
る
が
、
山
古
志
の
驚
異
的
な
復
旧

対
応
に
は
大
い
に
学
ぶ
事
が
あ
っ
た
。

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
か
ら
の
復
旧

＊
復
旧
と
は
、
生
活
道
路
や

　
　
　
　
河
川
を
改
修
す
る
事

＊
復
興
と
は
、
以
前
よ
り
良
い

　
　
　
　
　
　
　
状
態
と
な
る
事

新潟県長岡市庁舎にて

３年２ヶ月で
「全村避難」から「全村帰村」へ 

（19） 令和元年　11月発行

広報調査特別委員会　副委員長　難波　文美

全 体 研 修 会 報 告



　昨年４月から、小学校の部活動が廃部となり、ジュニアクラブ等を受け皿とした社会教育に移

行した現状と課題を踏まえ、先進地である新潟県魚沼市のＮＰＯ法人「エンジョイスポーツクラ

ブ魚沼」を訪問する。

　同クラブは、平成１１年に「子供スポーツクラブ」として設立され、１５年に総合型スポーツ

クラブ、１６年にはＮＰＯ法人格を取得、２４年には市体協、地元建設会社と共同企業団体を組み、

２５年から団体として体育館の管理・運営等を行っている。その間トレーニングマシーンの増設、

館内のＬＥＤ化等施設整備を実施されている。しかもその整備費用は、管理者負担で行っており、

整備された器具備品等の一部は市に寄付されている。地域に根差したクラブとして子ども達から

高齢者まで、健康づくりから介護予防事業まで幅広く受託し現在に至っている。一方、本町の課

題でもある運動をしたくても家庭の事情等でクラブに参加できない児童への対策、指導者の確保

については、全国的にも試行錯誤の段階であり、要は、行政・クラブ・住民が対等な立場で協力

しあいスポーツを通じた地域づくりをやっていることに本町として大いに参考にすべきであるこ

とを強く感じた研修であった。

研　修　日　１０月３日
研修場所　新潟県魚沼市　ＮＰＯ法人「エンジョイスポーツクラブ魚沼」

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

常

任

委

員

会

報

告

今井公民分館予定地（南側より）

〇
7
月
29
日
（
月
）

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
第
3
学
年
英
語
検

定
料
補
助
に
つ
い
て

　
県
が
始
め
た
中
学
校
の
英
語
検
定

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
に
の
っ
て
検
定
に

係
る
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
補
助
金
で
あ
る
。
委
員
か
ら
、
小

学
生
の
受
験
や
英
語
以
外
へ
の
補
助

に
つ
い
て
も
提
案
が
あ
り
、
今
後
検

討
し
て
い
く
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。

〇
8
月
22
日
（
木
）

会
計
年
度
任
用
制
度
に
つ
い
て

　
令
和
2
年
4
月
か
ら
の
法
改
正
に

よ
り
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
制
度

移
行
に
つ
い
て
、
当
初
9
月
提
案
予

定
が
12
月
の
提
案
と
な
る
。
理
由
と

し
て
本
町
以
外
は
、
委
託
し
て
制
度

設
計
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
町
は
単

独
で
進
め
て
お
り
、
よ
り
精
度
を
高

め
る
た
め
で
あ
る
。

公
民
分
館
建
設
事
業
に
つ
い
て

　
2
公
民
分
館
の
既
算
工
事
費
の
提

示
に
よ
る
と
5
千
5
百
万
円
／
棟
を

超
え
る
こ
と
か
ら
、
各
委
員
か
ら
慎

重
論
が
出
る
。
要
因
と
し
て
、
熊
本

地
震
以
降
の
労
務
単
価
の
上
昇
と
分

館
の
特
殊
事
情
等
が
あ
る
。
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厚生常任委員会研修（球磨村）

　NHK厚生文化事業団30年度「認知症にやさしいまち大賞」を受賞され

た新潟県湯沢町を視察。

　湯沢町は人口 8,134 人、高齢化率 36.5％の町で、平安時代から続く温泉

場があり、川端康成の「雪国」の舞台にもなっている。又、苗場スキー場

などの冬のスポーツを中心に来客数が 430万人もあり、町民の 8割が観光

に携わっているとの事であった。大賞となった「アクション農園倶楽部」

では、農作業をすることで認知症を防ぐというよりは、地域に根差したつ

ながりを持つ事を目的として、役場・社協・病院が連携を取りながら運営されていた。理想だけ

では何も生まれない。参加者自ら行動し継続、みんなで話して企画する。雨天でも農園に集まる

など、継続し続けていく事が成功のポイントだと感じた。当町でも「認知症徘徊模擬訓練」を行っ

ているが、湯沢町では徘徊⇒SOS、模擬⇒探索と表現の工夫があった。認知症にやさしいの言葉

通りに身近な言葉への配慮等学ぶべきものがあった。

研　修　日　１０月３日
研修場所　「認知症にやさしいまち大賞」を受賞された新潟県湯沢町

〇
6
月
21
日
（
金
）

球
磨
村
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

せ
せ
ら
ぎ
に
お
い
て
「
世
話
や
き
隊
」

（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
研
修

　
平
成
27
〜
28
年
度
熊
本
県
社
会
福

祉
振
興
基
金
助
成
基
金
を
活
用
し

「
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
実
施
。
平
成
30
年
3
月
に
「
世
話

や
き
隊
」
設
立
総
会
開
催
。
協
力
会

員
30
名
、
利
用
会
員
10
名
、
30
分

1
0
0
円
の
利
用
で
年
会
費
5
0
0

円
を
利
用
会
員
が
負
担
し
て
い
る
。

〇
7
月
22
日
（
月
）

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
に
係
る

意
見
交
換
会
の
結
果
概
要
に
つ
い
て

　
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
改

修
計
画
意
見
交
換
会
が
6
月
17
日（
月
）

に
開
催
さ
れ
た
。
21
名
中
18
名
が
出

席
。
主
な
意
見
と
し
て
、
こ
の
施
設

は
避
難
所
と
し
て
も
利
用
す
る
の

か
。
地
元
農
産
物
や
加
工
品
を
販
売

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
お
願
い

し
た
い
等
の
質
問
が
あ
っ
た
。

幼
児
教
育
無
償
化
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
に
よ
り

実
施
さ
れ
、
費
用
負
担
は
国
、
県
、

町
と
な
り
、
令
和
元
年
度
に
限
り
地

方
負
担
分
に
つ
い
て
は
全
額
国
が
補

て
ん
す
る
。
対
象
者
等
は
3
〜
5
歳
：

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
の
利
用
料
を
無
償
化
。
開
始
年

齢
は
小
学
校
就
学
前
の
3
年
間
（
満

3
歳
に
な
っ
た
後
の
4
月
1
日
か

ら
）
保
護
者
実
施
で
徴
収
し
て
い
る

費
用
（
通
園
送
迎
費
・
食
材
料
費
・

行
事
費
等
）
は
無
償
化
の
対
象
外
と

な
る
。
0
〜
2
歳
：
上
記
施
設
を
利

用
す
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
利
用

料
を
無
償
化
す
る
。

厚
生
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会
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厚生常任委員会　副委員長　加賀山　瑞津子



　現在、あさぎり町内に施設ハウスを持つ野菜契約農家の紹介により、千葉県市原市に本社を置く、

有限会社「葉っぱや」野本社長のもとを訪れた。台風１５号の爪痕が未だ残り、所有するガラス温

室等の被害対応の最中にもかかわらず御対応頂いた。農場を数カ所に持たれ、建設から４０年経

つガラス温室や、平成２８年には産地パワーアップ事業で取り組まれた18,000㎡の最新技術によ

る大型施設ハウスでの水耕栽培が行われていた。主に自社開発ブーケレタス栽培に取り組まれ、

近郊農業を活かして自社便配送による鮮度維持、また各農場には農場長を置き、栽培管理、収穫

出荷をハウスごとに責任を持って行い、個々の能力を発揮し成長させている取り組みに感銘を受

けた。( 視察先の農場長は、若手女性がされていた。)

　あさぎり町においても2件の農家がこの会社との契約栽培をされておりブーケレタス栽培に取り

組んでおられ、西日本の拠点となる位置付けをされている。今後も地域農業の発展に寄与される

ことを期待すると共

にこの様な取り組み

や、これからの農業

情勢の情報共有の必

要性を感じた研修で

あった。

研　修　日　１０月３日
研修場所　千葉県市原市　有限会社 葉っぱや

〇
6
月
28
日
（
金
）

町
道
立
野
線
災
害
復
旧
工
事
（
変

更
）
に
つ
い
て

　
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る
地

盤
の
強
度
が
不
足
し
て
い
る
事
が

判
明
し
た
。

〇
7
月
24
日
（
火
）

あ
さ
ぎ
り
町
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
条
例
に
つ
い
て

　
間
伐
や
人
材
育
成
、
担
い
手
確

保
、
木
材
の
利
用
促
進
や
、
普
及

啓
発
等
の
森
林
整
備
、
及
び
そ
の

促
進
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充

て
る
為
。

〇
8
月
22
日
（
木
）

農
林
振
興
課
、
上
下
水
道
課
所

管
現
地
視
察

　
深
田
西
・
松
尾
山
林
視
察
。
間

伐
等
森
林
整
備
促
進
対
策
事
業

14
・
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
高
性
能
作

業
機
を
使
っ
た
施
行
状
況
。
昨
年

の
台
風
24
号
の
風
倒
木
の
被
害
状

況
、
今
後
の
処
理
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
40
年
か
ら
50
年
育
て

た
木
が
、
製
材
と
し
て
の
価
値
が

な
く
な
り
、
台
風
被
害
の
大
き
さ

を
感
じ
た
。
次
に
水
道
設
置
5
ヶ

所
視
察
。
そ
の
中
で
上
地
区
川
北

皆
越
の
西
平
谷
水
源
地
は
4
W
D

車
で
な
け
れ
ば
行
け
な
い
悪
路
。

役
場
か
ら
40
分
位
の
所
に
あ
り
、

担
当
者
が
週
3
回
水
源
地
点
検
を

行
っ
て
い
る
と
聞
き
、
町
民
に
水

を
届
け
る
為
の
御
苦
労
を
感
じ

た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

西平谷水源地

自社所有専用コンテナ車若手女性農場長から説明をうける

あさぎり町議会だより　No.62

研 修 会 報 告建設経済常任委員会

建設経済常任委員会　委員　市岡　貴純
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◯
8
月
30
日
（
金
）

　
第
3
回
定
例
会
が
開
催

さ
れ
、
承
認
1
件
、
議
案

8
件
を
原
案
通
り
可
決
し

た
。
一
般
質
問
で
は
、
人

吉
市
選
出
の
塩
見
議
員

が
、「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
福
寿
荘
民
営
化
」
に
つ

い
て
執
行
部
の
考
え
を
質

し
た
。

　
平
成
30
年
度
決
算
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
決

算
の
認
定
3
件
の
審
議
に

つ
い
て
は
、
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
。
委
員
長
に
錦

町
の
右
田
議
員
が
選
出
さ

れ
た
。
次
に
「
陳
情
第
1

号
　
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
で
の
農
業
用
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処
理
に

関
す
る
陳
情
書
」
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
組
合
の
共

同
処
理
す
る
事
務
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
。

人吉球磨広域行政組合議会

◯
6
月
22
日
（
土
）

　
第
2
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
統
一
地
方
選
挙
等
に
よ

る
改
選
に
伴
い
、
新
た
に
多

良
木
町
よ
り
5
名
、
水
上
村

よ
り
2
名
の
議
員
が
当
病
院

企
業
団
の
議
員
と
な
っ
た
。

改
選
で
欠
い
て
い
た
議
長
に

投
票
の
結
果
、
湯
前
町
選
出

の
味
岡
恭
議
員
が
当
選
さ
れ

た
。な
お
、
議
会
運
営
委
員
会

の
委
員
長
に
は
多
良
木
町
選

出
の
林
田
俊
策
議
員
、
副
委

員
長
は
あ
さ
ぎ
り
町
選
出
の

久
保
尚
人
議
員
と
な
っ
た
。

監
査
委
員
に
は
水
上
村
選
出

の
米
良
哲
議
員
を
選
任
し

た
。

　
次
に
議
案
の
規
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
は
熊
本
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
第

3
条
第
10
号
に
規
定
す
る
交

通
災
害
事
務
か
ら
、
令
和
元

年
8
月
31
日
を
も
っ
て
合
志

市
が
脱
退
す
る
変
更
が
原
案

可
決
さ
れ
た
。

公立多良木病院企業団議会
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一

部

事

務

組

合

報

告

「
こ
れ
か
ら
の
議
会
の
あ
り
方
、
議
員
へ
の
期
待
」 

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
　
副
委
員
長

　
久
保
　
尚
人

熊
本
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会
報
告

　
議
員
に
は
4
年
に
一
度
の
選
挙
が
あ

り
、
い
わ
ば
選
挙
は
品
質
管
理
の
よ
う

な
も
の
で
、
議
員
は
誰
で
も
い
い
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
住
民
に

吟
味
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。 た
だ
近
年

は
、
立
候
補
者
が
少
な
く
な
り
、
吟
味
が

効
か
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
片
山

氏
は
議
会
の
劣
化
を
憂
慮
さ
れ
て
い

る
。 

　
議
会
の
役
割
の
一
つ
に
「
議
決
」
が
あ

る
が
、
議
員
は
あ
る
意
味
裁
判
官
と
同

じ
で
「
決
議
（
判
決
）」
に
重
責
を
負
う
。そ

の
た
め
に
も
、
十
二
分
な
情
報
を
収
集

し
て
、
多
方
面
か
ら
議
案
を
見
つ
め
審

議
す
る
姿
勢
が
重
要
と
な
る
。  

　
近
年
、
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
た
め
に
各
町
村
で
も
議
会
報
告
会

が
開
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
片

山
氏
は
住
民
の
意
見
を
町
政
に
反
映
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
す
で
に
決
ま
っ

た
こ
と
を
報
告
さ
れ
て
も
さ
し
て
意
味

が
な
い
と
い
う
。昨
年
よ
り
、
あ
さ
ぎ
り

町
で
は
、
報
告
会
に
変
え
て
新
た
な
形

と
し
て
町
民
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
て

い
る
。こ
れ
は
、
町
民
の
意
見
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
会
で

あ
る
。
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
不
手
際
も
あ
っ
た
が
手
ご
た

え
を
感
じ
る
も
の
だ
っ
た
。
今
年
は
も
っ

と
内
容
を
良
く
し
て
取
り
組
み
た
い
と

思
う
。  

　
財
政
の
持
続
性
に
つ
い
て
も
言
及
し

て
い
る
。国
や
地
方
の
借
金
が
1
1
0
0

兆
円
と
い
う
巨
額
な
も
の
と
な
り
、
毎

年
増
え
続
け
て
い
る
。ま
た
、
そ
ん
な
国

の
姿
勢
を
安
穏
と
信
じ
て
、
交
付
税
が

必
ず
入
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
地
方
自

治
体
に「
喝
」を
入
れ
た
。  

　「
国
を
信
用
し
て
は
ダ
メ
で
す
よ
。
自

分
（
政
府
）
も
借
金
で
首
が
回
ら
な
い
の

に
何
で
地
方
の
面
倒
ま
で
見
て
く
れ
ま

す
か
。」
と
。要
す
る
に
「
社
会
保
障
や
年

金
の
支
払
い
で
、
借
金
ま
み
れ
で
ア
ッ

プ
ア
ッ
プ
の
政
府
が
い
つ
ま
で
も
地
方

の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
よ
う
な
そ
ん
な

お
人
よ
し
で
は
な
い
で
す
よ
。」
と
警
笛

を
鳴
ら
し
て
く
れ
て
い
る
わ
け
だ
。  

　
今
回
の
講
演
で
漠
然
と
し
て
い
た
不
安

が
自
分
の
中
で
形
を
現
し
た
気
が
す
る
。  

　「
自
分
の
町
は
自
分
で
守
れ
。自
分
の

家
族
も
自
分
で
守
れ
。」

片山 善博 元鳥取県知事の講演

テ
ー
マ



★お願い★「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

編
集
後
記

編
集
・
発
行
責
任
者

広
報
調
査
特
別
委
員
会

議
　
長

徳
永
　
正
道

委
　

員
　

長

副
委
員
長

委
　
　
員

久
保
　
尚
人

難
波
　
文
美

溝
口
　
峰
男

豊
永
　
喜
一

小
出
　
高
明

岩
本
　
恭
典

このコーナーは町民の皆さまから
議会に対する事や町への要望を寄
稿していただき、作成しています。
議員が依頼に伺った際は、ご協力
をお願い致します。

■表紙の写真について

表紙の写真は、自然観察クラブ
犬童賢二さんの作品「黄昏」です。

この季節に思うこと

動物にも幸福な町へ

免田地区（築地）

荒木　誠子さん

　先日、11年共に過ごした愛犬が逝ってしまいました。
最後は悲しみの中ペット火葬を行い、別れを告げました。
長年共にいるとペットというより家族同然愛らしく思える
ものです。一方、野良猫等が減らないのも現状です。9月
には衰弱して鳥に狙われていた野良の仔猫を保護しまし
た。幸いにも元気を取り戻し、今は新たな家族となってい
ます。人間の心無い行動で野良猫となり、その後子どもを
産むという負の連鎖が続く限り、町から居なくなることは
ないと思います。飼い主は最後まで責任を持って「捨てな
い」。町が野良猫の避妊手術等の高額な費用を協力し、野
良猫を「増やさない」。これからは動物にも幸福な町に
なって欲しいと思います。

須恵地区（覚井）

梅山　禎一郎さん

　
今
号
も
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
霜
月
を
迎
え
る
あ
さ
ぎ
り
町
は
、

例
年
と
変
わ
り
な
く
穏
や
か
な
風

景
に
見
え
ま
す
が
、所
々
に
夏
の
豪

雨
災
害
に
よ
る
爪
痕
も
残
っ
て
い

ま
す
。

　
自
然
災
害
に
対
し
て
の
関
心
や
意

識
の
高
ま
り
は
、
非
常
時
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
に
、
普
段
か
ら
ど

う
行
動
す
れ
ば
良
い
の
か
を
考
え
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
行
き
ま
す
。

　「
言
葉
」よ
り「
行
動
」が
、
町
の

リ
ー
ダ
ー
に
も
私
た
ち
住
民
ひ
と

り
ひ
と
り
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る

令
和
元
年
の
秋
で
す
。

（
難
波
　
文
美
）

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〒
868-0422　

熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
上
北
1855

番
地

TEL（
0966）

47-0312・
FA
X（
0966）

47-0265
E-m

ail syoki-gikai@
asagiri.kum

am
oto.jp　

印
刷
：
㈲
町
田
印
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町内の方々に寄稿していただきました

町 民 の 声
聞かせて

　彼岸花の咲くこの季節になると育った山里を思い出します。
彼岸花の茎を折って遊んだり遠い山まで栗やシイの実を取りに
行った事等です。そこまでは年上が下の子の面倒を見てくれて
いました。中秋の名月には、大銀杏に囲まれた薬師堂で月の出
を皆で待ちました。お供えは茹でたサツマイモ、里芋、枝豆、
柿や栗。大人から昔話を聞き、お供えを頂くのです。それが楽
しみでした。地域で見守られて育ったと実感しています。今私
は、サロンの手伝いをしています。参加される方々は、高齢で
あっても逞しさがあります。持参される漬物や煮物は、とても
おいしくやさしい味です。地域の力が弱くなったと言われてい
ます。少しはお役に立てるかなと思うこの頃です。
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